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羽
村
市
教
育
委
員
会
は
、
子
供
た
ち

が
、
知
性
、
感
性
、
道
徳
心
や
体
力
を
は

ぐ
く
み
、
人
間
性
豊
か
に
成
長
す
る
こ

と
を
願
う
と
と
も
に
、
明
日
の
羽
村
を

つ
く
る
能
力
や
態
度
の
育
成
を
目
指
し
、

○
互
い
の
人
格
を
尊
重
し
、
思
い
や
り 

　

と
規
範
意
識
の
あ
る
人
間

○
社
会
の
一
員
と
し
て
、
社
会
に
貢
献

　

し
よ
う
と
す
る
人
間

○
自
ら
学
び
考
え
行
動
す
る
、
個
性
と

　

創
造
力
豊
か
な
人
間

の
育
成
に
向
け
た
教
育
を
重
視
し
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
を

充
実
し
、だ
れ
も
が
生
涯
を
通
じ
、あ
ら

ゆ
る
場
で
学
び
、
支
え
合
う
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、教
育
は
、学
校
・
家
庭
・
地

域
の
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
果
た
し
、
連

携
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
と
の
認
識
に
立
っ
て
、
す
べ
て

の
市
民
が
教
育
に
参
加
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
度
「
教
育
目
標
」
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羽
村
市
教
育
委
員
会
の
「
教
育
目
標
」

　
　

基
本
方
針
に
基
づ
く
平
成
23
年
度
の
主
要
施
策

　

羽
村
市
教
育
委
員
会
平
成
23
年
度
教
育

目
標･

基
本
方
針
に
基
づ
く
主
要
施
策
は
、

次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
施
策
の
う
ち
、

平
成
23
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の
主
な
も

の
に
つ
い
て
記
載
し
ま
し
た
。（
◎
新
規

事
業　

○
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
事
業
）

　

教
育
目
標
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
基
本
方
針
１
●

「
人
権
尊
重
の
精
神
」
と
「
社
会
貢
献
の

精
神
」
の
育
成

（
１
）
人
権
教
育
の
推
進

（
２
）
道
徳
教
育
の
推
進

（
３
）
社
会
貢
献
の
精
神
を
育
成
す
る
教

　
　
　

育
の
推
進

（
４
）
問
題
行
動
へ
の
対
策
の
強
化

（
５
）
不
登
校
対
策
の
強
化
と
教
育
相
談

　
　
　

機
能
の
充
実

　
　
　

　
●
基
本
方
針
２
●

「
豊
か
な
個
性
」
と
「
創
造
力
」
の
伸
長

（
１
）
小
中
一
貫
教
育
の
推
進

　
　
　

○
学
習
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の

　
　
　
　

配
置

（
２
）
確
か
な
学
力
の
育
成

（
３
）
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進

（
４
）
英
語
教
育
の
推
進

　
　
　

○
中
学
校
英
語
講
師
派
遣
等

（
５
）
羽
村
学
（
郷
土
学
習
）
の
推
進

（
６
）
人
間
学
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）
の

　
　
　

推
進

（
７
）
学
校
体
育
の
充
実

（
８
）
音
楽
活
動
の
推
進

　
　
　

○
小
中
学
校
楽
器
整
備
等

（
９
）
環
境
教
育
の
推
進

　
　
　

○
松
林
小
学
校
芝
生
維
持
管
理　

（
10
）
食
育
の
推
進

（
11
）
学
校
図
書
館
の
充
実
と
読
書
活
動

　
　
　

の
推
進

（
12
）
安
全
教
育
の
推
進

（
13
）
情
報
教
育
の
推
進

（
14
）
特
別
支
援
教
育
の
充
実

　
　
　

◎
羽
村
第
一
中
学
校
に
特
別
支
援

　
　
　
　

学
級
を
設
置

（
15
）
日
本
語
指
導
が
必
要
な
児
童
・
生

　
　
　

徒
に
対
す
る
適
応
指
導
の
充
実

（
16
）
健
康
づ
く
り
の
推
進

（
17
）
学
校
施
設
の
整
備

（
18
）  

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備

●
基
本
方
針
３
●

「
総
合
的
な
教
育
力
」
と
「
生
涯
学
習
」

の
充
実

（
１
）
生
涯
学
習
基
本
計
画
の
策
定

　
　
　

○
生
涯
学
習
基
本
計
画
の
策
定　

（
２
）
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
携
、
協

　
　
　

力
し
た
教
育
活
動
の
推
進

（
３
）
地
域
人
材
の
教
育
活
動
へ
の
積
極

　
　
　

的
な
活
用

（
４
）
家
庭
教
育
を
担
う
親
へ
の
支
援
の

　
　
　

充
実

（
５
）
地
域
ぐ
る
み
の
学
校
安
全
体
制
整

　
　
　

備
の
推
進

（
６
）
生
涯
学
習
環
境
の
整
備

（
７
）
生
涯
学
習
活
動
の
支
援

（
８
）
羽
村
文
化
の
創
造

（
９
）
体
験
を
通
じ
た
子
ど
も
の
健
全

　
　
　

育
成

（
10
）
読
書
環
境
の
整
備
及
び
読
書
活
動

　
　
　

の
支
援

（
11
）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

の
振
興

　
　
　

○
第
68
回
国
民
体
育
大
会
の

　
　
　
　

開
催
に
向
け
た
取
り
組
み

（
12
）
歴
史
、
文
化
の
保
護
・
継
承

●
基
本
方
針
４
●

「
市
民
の
教
育
参
加
」
と
「
学
校
経
営
の

改
革
」
の
推
進

（
１
）
教
育
活
動
の
公
開

（
２
）
学
校
評
価
の
充
実

（
３
）
教
職
員
の
研
修

※　グラフの「H21」は平成21年度の結果、「H22」は平成22年度の結果です。
　　「小」は小学校を、「中」は中学校を示しています。　「計」は小学校と中学校を合わせたデータとなっています。

評価結果の分析（抜粋）
※　評価については「4：よくあてはまる　3：ややあてはまる　2：あまりあてはまらない　1：まったくあてはまらない」
　　の4段階評価したものです。評価4と評価3を合わせたものをプラス評価とし、評価2と評価1を合わせたものを
　　マイナス評価としました。

No5　学校は、学校行事や授業を参観する機会を多く設定している

％プラス評価（4+3）
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％マイナス評価（2+1）

No10　教育は学習したことがしっかり身に付くように工夫している

平成22年度　学校アンケートの調査結果について
　羽村市の小・中学校では、学校教育法及び学校教育法施行規則に基づき、教育水準の向上に努め
るために、学校評価を行っています。
　保護者にご協力いただいた学校アンケートの速報値は、はむらの教育1月号でもお知らせいた
しましたが、このたび、平成22年度の調査結果について分析等が終了しましたので、お知らせし
ます。
　くわしい内容は、市ホームページをご覧になるか、指導室までお尋ねください。
　各学校は、学校アンケートの結果をもとに、今年度の教育活動を行っていきます。

No5：前年度と同様におおむね妥当な評価を得ています。中学校も小学校と同様に授業公開等を行っています
が、参観者が少ないという実態があります。学校が一層公開できるよう教育委員会としても条件整備をすすめ
てきました。今後とも学校を見ていただくことで保護者、地域とのつながりを密にしていきます。

No10:前年度と比較しても同様な傾向を示しています。中学校では、プラス評価が小学校と比較して低くなっ
ています。この背景として、中学校の教科学習は小学校と比較して量・質ともに高くなっていることや、高校受
験のためより一層丁寧な指導を望んでいることが考えられます。
　教育委員会では、小中一貫教育を進めていきますが、特に小学校と中学校の接続を円滑に行うため、各教科9
年間の指導計画・評価計画の一体化を図りました。これに基づく教科指導は、平成23年度から小学校で平成24
年度からは中学校で始まります。
　その他、いわゆる中1ギャップといわれる中学校1年生の不安の解消を目指す様々な取組を小中一貫教育の一
環として実施し、中学校においてもよりきめ細かな教科指導に努めていきます。

※　取組例：小学校第6学年児童が中学校の先生の授業を受けたり、中学校の授業を体験したりします。

％プラス評価（4+3）
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％マイナス評価（2+1）

84

6464
7979 86

65
80

1616 14

35
21 2020

36

84

64
79 86

65
80

16 14

35
21 20

36



はむらの教育 23 . 4 . 1 4

羽
村
三
中
校
区
（
武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校
）

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

羽
村
三
中
校
区
（
武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校
）

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

羽
村
三
中
校
区
（
武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校
）

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

■
羽
村
三
中
校
区
の
教
育
目
標
■

　

羽
村
市
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
を
踏
ま
え
設

定
し
て
い
る
、武
蔵
野
小
学
校
と
羽
村
第
三
中
学
校

の
教
育
目
標
は
共
通
の
指
導
内
容
が
多
い
こ
と
か

ら
、小
・
中
学
校
９
年
間
を
見
通
し
た
児
童
・
生
徒

像
を
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

　

よ
く
考
え
る
子
・
か
し
こ
く

　

基
礎
的
・
基
本
的
な
学
習
内
容
を
習
得
し
、そ
れ

を
活
用
し
て
、様
々
な
課
題
を
自
ら
解
決
す
る
こ
と

の
で
き
る
児
童
・
生
徒

　

思
い
や
り
の
あ
る
子
・
や
さ
し
く

　

人
権
尊
重
の
精
神
の
も
と
、自
他
共
に
大
切
に
し
、

よ
り
良
い
社
会
を
築
こ
う
と
す
る
児
童
・
生
徒

　

健
康
な
子
・
た
く
ま
し
く

　

基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、心
身
と
も
に

健
康
で
、何
事
に
対
し
て
も
最
後
ま
で
粘
り
強
く
や

り
遂
げ
よ
う
と
す
る
強
い
意
志
を
も
つ
児
童
・
生

徒

　

平
成
22
年
１
月
に
策
定
し
ま
し
た
「
羽
村
市
小

中
一
貫
教
育
基
本
計
画
」
に
基
づ
き
、
昨
年
度
、

羽
村
三
中
校
区
の
教
職
員
・
保
護
者
・
地
域
の
代

表
・
教
育
委
員
会
で
構
成
す
る
羽
村
市
小
中
一
貫

教
育
実
施
計
画
作
成
委
員
会
で
「
羽
村
市
小
中
一

貫
教
育
実
施
計
画
（
三
中
校
区
版
）」
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
実
施
計
画
を
基
に
、
今
年
度
よ
り
羽
村
三

中
校
区
で
小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す
。

　　

今
号
で
は
実
施
計
画
の
概
要
を
掲
載
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
、
全
文
に
つ
き
ま
し
て
は
武
蔵
野
小
学
校
・

羽
村
第
三
中
学
校
及
び
市
役
所
３
階
指
導
室
窓
口
、

羽
村
市
公
式
サ
イ
ト
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

羽
村
市
公
式
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
方
法

羽
村
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓
羽
村
市
教
育
委
員
会
↓

小
中
一
貫
教
育
↓
計
画
↓
羽
村
市
小
中
一
貫
教
育

実
施
計
画
（
三
中
校
区
版
）

■羽村三中校区の指導の形態■

前期
（小学校1年生～4年生）

後期
（中学校2年生～3年生）

　　中期
（小学校5年生～
　　　　中学校1年生）

区分 指　導　の　形　態

○小学校5・6年生は学級担任制を基本としながら、6教科（書
写・算数少人数指導・理科・音楽・図工・家庭科）において、専科
教員による指導を行う。小・中学校の教員が相互乗り入れ授業
を行い、児童・生徒の学力向上と中1ギャップの解消を図る。

○家庭学習を確実に定着させ、自立した学習者としての資質
と能力を培う。人間学（キャリア教育）の総まとめの時期とし
て、自らの生き方を考え、主体的に判断できる力を育てる。

○小学校1年生においては、学級担任を基本とするが、学校生
活が安定するまでの間、各学級に副担任を置く。

○小学生は武蔵野小学校、
中学生は羽村第三中学校
の校舎で学習・生活する
ことを基本とする。
入学式・卒業式、中学校の
制服は従来通りとする。

○年間を通して各学年に
副担任を置く。

○指導体制の充実を図る
ため、学習コーディネー
ター・英語コーディネー
ターを活用する。
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羽
村
三
中
校
区
（
武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校
）

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

羽
村
三
中
校
区
（
武
蔵
野
小
学
校
・
羽
村
第
三
中
学
校
）

小
中
一
貫
教
育
が
始
ま
り
ま
す

　

学
力
向
上
の
取
り
組
み
と
し
て
、
小
・

中
学
校
が
共
通
理
解
を
図
り
、
次
の
よ

う
な
一
貫
し
た
指
導
や
、
乗
り
入
れ
授

業
を
行
い
ま
す
。

【
繰
り
返
し
学
習
】

　

始
業
前
の
朝
学
習
や
振
り
返
り
タ
イ

ム
を
基
礎
・
基
本
の
定
着
を
図
る
時
間

と
位
置
付
け
、
９
年
間
の
系
統
性
の
あ

る
課
題
に
繰
り
返
し
取
り
組
み
ま
す
。

【
家
庭
学
習
】

　

指
導
区
分
中
期
（
小
学
校
５
・
６
年
、

中
学
１
年
）及
び
後
期（
中
学
２
・
３
年
）

に
お
い
て
継
続
的
・
系
統
的
な
家
庭
学

習
の
定
着
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

家
庭
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

【
相
互
乗
り
入
れ
授
業
】

　

小
学
校
６
年
生
の
外
国
語
活
動
と
算

数
少
人
数
指
導
を
中
心
に
中
学
校
の
教

員
が
乗
り
入
れ
、
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
校
１
年
生
の
少
人
数
数

学
に
小
学
校
６
年
生
担
任
が
乗
り
入
れ
、

理
解
が
不
十
分
な
生
徒
の
学
習
サ
ポ
ー

ト
を
行
い
ま
す
。

【
中
学
校
体
験
】

　

小
学
校
６
年
生
が
中
学
校
の
授
業
と

部
活
動
を
体
験
し
ま
す
。

【
英
語
教
育
】

　

小
学
校
１
・
２
年
生
は
年
間
10
時
間
、

３
・
４
年
生
は
年
間
15
時
間
の
英
語
活
動
を

行
い
ま
す
。
小
学
校
５
・
６
年
生
、
中
学
校

は
新
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
外
国
語
活
動
・

英
語
科
の
授
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）
や

杏
林
大
学
外
国
語
学
部
に
よ
る
羽
村
市
ス

ク
ー
ル
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
羽
村
学
（
郷
土
学
習
）】

　

小
学
校
５
年
生
の
地
域
安
全
マ
ッ
プ
作
り

や
稲
作
体
験
、
中
学
校
２
年
生
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
等

救
命
救
急
講
習
会
や
羽
村
市
総
合
防
災
訓
練

へ
の
参
加
等
、
各
学
年
20
時
間
程
度
を
目
途

と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
際
、
地
域
の
人
材
や
施
設
、
杏
林
大

学
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

【
人
間
学
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）】

　

小
学
校
４
年
生
の
羽
村
市
動
物
公
園
で
の

飼
育
体
験
や
中
学
校
２
年
生
の
職
場
体
験
学

習
等
、
各
学
年
10
時
間
程
度
を
目
途
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

　

中
学
生
が
職
場
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
職
場
体

験
学
習
の
経
験
を
小
学
生
に
伝
え
る
等
、
異

学
年
交
流
も
行
い
ま
す
。

■
９
年
間
を
通
し
た
学
力
育
成
■

■
羽
村
市
独
自
の
特
色
あ
る
教
育
活
動
■

中学校体験 小学校教員のサポート 英語乗り入れ授業

職場
体験学習

稲作体験
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■
９
年
間
を
通
し
た
生
活
指
導
■

　

生
活
指
導
合
同
部
会
を
設
置
し
、
生
活
指
導
上

の
諸
問
題
に
連
携
し
て
あ
た
り
ま
す
。

　

時
間
を
意
識
し
た
行
動
・
正
し
い
挨
拶
や
返
事
・

適
切
な
言
葉
遣
い
な
ど
を
重
点
と
し
て
、
小
・
中

学
校
が
共
通
し
た
生
活
目
標
の
設
定
を
行
い
、
継

続
し
た
指
導
を
し
て
い
き
ま
す
。

■
特
別
活
動
の
取
り
組
み
■

　

小
１
か
ら
中
３
ま
で
の
縦
割
り
班
24
班
を
つ
く

り
、
小･

中
学
生
が
一
緒
の
班
で
清
掃
活
動
を
行
う

こ
と
を
通
し
て
奉
仕
活
動
の
喜
び
を
体
感
し
ま
す
。

　

ま
た
、小
学
校
６
年
生
が
縦
割
り
班
の
リ
ー
ダ
ー

と
な
り
班
を
ま
と
め
、
中
学
生
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
集
団
で
の
役
割
意
識
を
育
て
ま
す
。

■
９
年
間
を
通
し
た
特
別
支
援
教
育
■

　

武
蔵
野
小
学
校
む
さ
し
の
学
級
と
羽
村
第
三
中

学
校
Ｅ
組
で
合
同
部
会
を
設
置
し
、
年
間
に
お
け

る
交
流
行
事
・
交
流
学
習
を
通
し
て
進
路
の
見
通

し
と
精
神
的
成
長
を
目
指
し

ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
特
別
支
援
学

級
児
童
・
生
徒
の
実
態
や
様

子
の
成
長
フ
ァ
イ
ル
を
作
成

し
、
学
習
支
援
や
進
路
指
導

に
役
立
て
ま
す
。

■
部
活
動
で
の
交
流
■

　

羽
村
第
三
中
学
校
の
各
部
活
動
の
顧
問
と
武
蔵

野
小
学
校
の
部
活
動
担
当
者
で
部
活
動
部
会
を
設

置
し
ま
す
。

　

小
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
と
中
学
校
の
部
活
動
の

交
流
や
放
課
後
・
休
日
に
行
わ
れ
る
中
学
校
の
部

活
動
へ
小
学
生
が
参
加
で
き

る
体
制
を
整
え
ま
す
。

　

部
活
動
の
合
同
練
習
を
通

し
て
、
小
学
生
が
中
学
生
に

憧
れ
る
気
持
ち
、
中
学
生
が

小
学
生
に
範
を
示
そ
う
と
す

る
姿
勢
を
育
て
ま
す
。

■
親
学
■

　

武
蔵
野
小
学
校
と
羽
村
第
三
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
・
生
徒
に
身
に
付

け
さ
せ
た
い
基
本
的
な
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
、

人
権
教
育
や
環
境
教
育
、
食
育
等
の
教
育
課
題
等

に
つ
い
て
、
保
護
者
を
対
象
と
し
た
講
座
等
を
年

２
回
実
施
し
ま
す
。

■
学
校
運
営
連
絡
協
議
会
■

　

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
で
開
催
し
て
い
る
学
校
評
議

員
会
に
つ
い
て
は
、
学
校
経
営
の
支
援
や
開
か
れ

た
学
校
づ
く
り
、
小
中
一
貫
教
育
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
よ
り
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
武

蔵
野
小
学
校
と
羽
村
第
三
中
学
校
で
、
共
通
し
て

学
校
評
議
員
会
を
設
置
し
、
そ
の
名
称
を
学
校
運

営
連
絡
協
議
会
と
し
ま
す
。

■
学
校
支
援
本
部
■

　

地
域
全
体
で
学
校
教
育
を
支
援
す
る
体
制
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
、学
校
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
中
心
と
し
た
学
校
支
援
本
部（
外
部
組
織
）

を
設
置
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
等
に
人
材
バ
ン
ク
登
録
を
し
て
も
ら

い
、
補
習
教
室
の
開
催
や
児
童
の
放
課
後
の
居
場

所
作
り
、
登
下
校
の
安
全
確
保
等
、
現
在
も
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
を
も
と
に
発
展
さ
せ
、

両
校
の
教
育
活
動
に
対
す
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

3
月
16
日
開
催
か
ら
延
期
と
し
て
い
ま
し
た
羽
村
市
小
中

一
貫
教
育
報
告
会
は
、
国
内
の
現
在
の
状
況
か
ら
中
止
と
い

た
し
ま
し
た
。
今
年
度
、
一
中
校
区
、
二
中
校
区
で
作
成
す

る
実
施
計
画
の
報
告
と
合
わ
せ
、
改
め
て
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

羽
村
市
小
中
一
貫
教
育
報
告
会
に
つ
い
て
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詳しくは、各学校にお問合せください。

教
育
委
員
会
定
例
会
報
告

就
学
援
助
費
申
請
に
つ
い
て

　

教
育
委
員
会
定
例
会
（
平
成
22
年
第
15

回
〜
平
成
23
年
第
３
回
）
に
つ
い
て
以
下

の
と
お
り
行
わ
れ
、
提
出
さ
れ
た
議
案
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
議
決
さ
れ
ま
し

た
。

（
平
成
22
年
12
月
21
日
）

○
羽
村
市
立
学
校
学
校
歯
科
医
の
委
嘱
に

つ
い
て

※

こ
の
ほ
か
、教
育
長
報
告
、教
育
委
員
活

動
報
告
な
ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

（
平
成
23
年
１
月
18
日
）

※

羽
村
市
特
別
支
援
学
級
設
置
検
討
委
員

会
報
告
書
に
つ
い
て
、
教
育
長
報
告
な
ど

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。提
出
議
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
平
成
23
年
２
月
８
日
）

○
平
成
22
年
度
羽
村
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）の
う
ち
教
育
費
に
係
る
部
分

の
意
見
聴
取
に
つ
い
て

○
羽
村
市
奨
学
金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
に
関
す
る
意
見
聴
取
に
つ
い
て

○
平
成
23
年
度
使
用
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
教
科
用
図
書
の
採
択
変
更
に
つ
い

て○
羽
村
市
教
育
委
員
会
の
教
育
目
標
に
つ

い
て

○
羽
村
市
公
立
学
校
の
学
校
徴
収
金
事
務

取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

※

こ
の
ほ
か
、
羽
村
市
就
学
援
助
費
交
付

要
綱
の
一
部
を
改
正
す
る
要
綱
に
つ
い
て
、

羽
村
市
学
校
図
書
館
図
書
選
定
基
準
及
び

羽
村
市
学
校
図
書
館
図
書
廃
棄
基
準
に
つ

い
て
、
教
育
長
報
告
な
ど
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

（
平
成
23
年
２
月
23
日
）

○
羽
村
市
立
小
中
学
校
管
理
職
の
人
事
に

つ
い
て

　

平
成
23
年
度
の
就
学
援
助
費
受
給
申
請

書
を
羽
村
市
立
小
中
学
校
経
由
で
配
布
し

ま
す
。

　

申
請
書
が
お
手
元
に
届
か
な
い
場
合
や

市
外
の
小
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
場
合
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
の
提
出
期
限
は
４
月
30
日（
土
）

で
す
。

　

栄
小
学
校
に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
中
心
と
な
り
、

地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
寄
付
の
支
援
を
い

た
だ
き
、
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
ま

し
た
。

　

環
境
教
育
の
推
進
、地
球
温
暖
化
対
策
、

エ
コ
活
動
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
し

よ
う
と
、Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
実
行
委
員
長
と

な
り
、
グ
リ
ー
ン
電
力
基
金
か
ら
200
万
円

の
助
成
金
と
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の

寄
付
金
137
万
６
千
円
で
、
発
電
規
模
４
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
発
電
装
置
を
校
舎
屋

上
に
設
置
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し

て
栄
小
学
校
で
使
用
す
る
電
力
の
一
部
と

し
て
使
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
児
童
の
環

境
教
育
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
て
い
な
い
方

の
た
め
に
夜
間
学
級
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
年
齢
・
国
籍
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。勉
強
し
た
い
方
な
ら
、

い
つ
で
も
ど
な
た
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

授
業
料
は
無
料
で
す
。

栄
小
学
校
に
太
陽
光
発
電

装
置
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

夜
間
学
級
生
徒
募
集

中
学
校
を
卒
業
し
て
い
な
い
方
の
た
め
に
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去
る
、
平
成
23
年
3
月
10
日
に
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
に
て
平
成
22
年

度
羽
村
市
教
育
委
員
会
表
彰
が
行
わ
れ
、

以
下
の
皆
様
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬

称
略
）

（
小
学
生
）

越
智
ひ
か
り　
　
　

吉
澤　

美
公

加
納　

大
雅　
　
　

清
水　

優
花

下
田　

真
由　
　
　

居
倉　
　

慧

羽
村
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

羽
村
富
士
見
剣
道
教
室

武
蔵
野
小
学
校
第
四
学
年

（
中
学
生
）

髙
橋　

勅
有　
　
　

生
田
目
翔
太

居
倉　
　

萌　
　
　

林　

小
百
合　
　
　

市
川　

実
季

羽
村
第
一
中
学
校
吹
奏
楽
部

羽
村
第
一
中
学
校

　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

は
む
二
の
愉
快
な
仲
間
達

羽
村
第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部

（
高
校
生
）

是
永　

実
季　
　
　

佐
藤　

璃
奈

（
教
職
員
等
）

宮
本　

優
美　
　
　

玉
寄　

勝
治

瀬
尾　

恭
正　

（
教
育
功
労
者
）

増
田　

茂
子

羽
村
ク
ラ
ブ　

　3月11日（金）に東北地方を中心に発生しましたマグニチュード9.0の巨大地震と大津波は、
多数の死傷者、行方不明者および建物の損壊などの甚大な被害をもたらしたほか、原子力
発電所の深刻な事故をもたらすなど、戦後最大の災害となりました。
　この災害により、犠牲となられました多くの方々のご冥福をお祈り申し上げますととも
に、被災地の皆様に心からお見舞い申し上げます。
　市では、余震や震災に伴う計画停電等に対応するため、生涯学習センターゆとろぎなど
の教育施設について休館等をさせていただきました。市民の皆様のご理解をいただきまし
たことに感謝申し上げるとともに、今後ともご協力お願いします。

羽村市教育委員会

被災地の皆様に心からお見舞い申し上げます。

　「はむらの教育」が、5月1日号から隔月の発行
（奇数月の1日）となり、新たなスタートを切り
ます。年間発行回数の増とともに、より良い教育
広報紙として教育情報の充実を図ってまいりま
すので、よろしくお願いいたします。

●問合せ　教育総務課

「はむらの教育」の発行について

ーお知らせー


